
情報セキュリティ対策の論点 
【組織面】 
○ 組織の一体性を確保し、実効性のある情報セキュリティ対策を実現するための体制についてどう考えるか。    
 ・ 情報管理対策本部の設置 
 ・ 情報管理対策室の設置 
 ・ 機構CSIRTの設置 
 ・ 最高情報セキュリティアドバイザーの設置 
 
 

【技術面】 
○ 大量の年金個人情報や機微な情報を取り扱う業務に対してインターネット経由の攻撃が及ばないようなシステム 
 構築についてどう考えるか（基幹システム、機構LANシステム）。 
○ インターネットに接続する情報システムについては、多重防御の情報セキュリティ対策についてどう考えるか（入口対 
 策・内部対策・出口対策）。 
 
 

【業務運営面】 
○ 役職員の情報セキュリティに関する役割・責任・権限を明確にするため、また、実情に沿った運用とするための情報 
 セキュリティポリシー・手順書をどう考えるべきか。 
○ 役職員が、国民の個人情報を取り扱うことの責任を認識し、その役割に応じた情報セキュリティ対策に関する責務 
 を果たすべく、実効性の高い情報セキュリティ研修等の実施方法についてどのように考えるか。 
○ 内部監査の充実と併せ、独立した外部の専門家による情報セキュリティ監査の進め方についてどう考えるか。 
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